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編集業務に関するお知らせ
﹁小児保健研究﹂等の原稿の投稿や編集に関するお問い合わせは下記にお願いします。
〒160–8306　東京都新宿区西新宿５丁目25番11号　㈱日本小児医事出版社内　﹁小児保健研究﹂編集部
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小児保健研究は，皆様のご尽力のもと，おかげさまで
第78巻をお届けできることになりました。本号では，健や
か親子21（第２次）から就学時健診まで，幅広い視点で子
どもたちの健康を支える取り組みを提言・総説として掲載
しています。また，視点では今後の小児保健における支援
の在り方を変える可能性を有する先駆的な取り組みとし
て，平成30年の診療報酬改訂でも触れられているオンライ
ン診療を取り上げています。

さらに小児保健に関連する多職種によって書かれた論
文６編が投稿されています。いくつかの論文で取り上げら
れている処置場面での子どもへの関わりは，近年，多職種
が連携した実践の工夫として注目を集めています。子ども
のもつ力を信じて処置時に支援することは，小児保健にお
ける重要なトピックスの一つといえます。また，養育期の

子どもおよび障がいをもつ子どもの家族支援についても検
証されています。家族の在り方が多様化する現代におい
て，家族員個々への支援に加えて，家族全体への支援につ
いて多職種で検討することは，子どもと家族の生活の質の
向上に大きく寄与すると考えます。多職種によるさまざま
な場面における家族支援が検討されている本号が，皆様の
日々の子どもたちとの関わりを支える一助となればと思い
ます。

今年も，今後の新たな小児保健の在り方を，干支の亥
のようにまっすぐに検討していける雑誌であることを目指
してまいります。今後とも，皆様からの充実した研究成果
を，積極的にお寄せいただけましたら幸いです。

（西垣　佳織）
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